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【背景】

平成 23 年 9 月の台風 12 号により紀伊半島に位置する和歌山、奈

良 、 三 重 の 3 県 は 記 録 的 な 大 雨 と な り 、 100 名 近 い 死 者 ・ 行 方 不 明

者、山や道路の崩壊、家屋の浸水・ 全壊等の甚大な被害をもたらし

た 。 今 回 の 台 風 に よ り 管 内 A 牧 場 は 大 き な 被 害 を 受 け た の で 、 被

害状況とその対応について概要を報告する。

【 A 牧場の概要】

A 牧場 は、日高 川町の 日高川沿 いに位 置し、被 害発生 時に県下最

大規模の黒毛和腫肥育牛 572 頭を飼養していた。牧場は牛舎 12 棟、

他に飼料庫、堆肥置き場、堆肥製造施設、事務所で構成されており、

労働力は従業員 3 名、パート 7 名からなり、肥育牛は主に京阪神、

関東方面に出荷されていた。

【経過】

台風 12 号の発生、本県への接近に伴い、県は配備体制を敷き、 9

月 4 日 8 時に県災害対策本部を設置した。日高川河口に数頭の牛確

認の情報があり、職員 1 名を派遣した。台風の被害は大きく、管内

農 家 の 被 害 状 況 調 査 を 開 始 し た 。 美 浜 町 煙 樹 ヶ 浜 に 多 数 の 牛 確 認 の

情報 が あ り 、 職 員 １ 名 を 新 た に 派遣 し た 。 煙 樹 ヶ 浜 の状況 はす さ ま じ く 、

牧 場 関 係 者 と 伴 に 生 存 牛 の 捕 獲 を 優 先 し 行 っ た 。 美 浜 町 と 協 議 を 行

い 、 煙 樹 ヶ浜 の現況調査 を行い 4日 は終了 し た 。

9月 5日 は 職 員 1名 が Ａ 牧 場 の 被害 調査 を 行 っ た 。 あ ち ら こ ち ら で 道 路

は 寸 断 さ れ て お り 、 途 中 は 徒 歩 と な っ た 。 被 害 状 況 が 徐 々 に 判 明 し て く

る に つ れ 、 A牧 場 を 中 心 と す る 対 応 で は 困 難 な こ と が 判 明 し 、 A牧 場 よ り

県 に死亡牛の回収につ いて協力依頼が あ っ た 。

9月 6日 は 各 地 で 死 亡 牛 の 回 収 、 化 製 処 理 場 へ の 搬 入 を 開 始 し た 。 死

亡牛の回収 、 処理は行政代執行の措置が執 られ た 。

9月 7日 は紀伊水道の漂流死亡牛の回収 を開始 し た 。

被 害 発生 か ら 一 ヶ 月 あ ま り 経 過 し た 10月 11日 に 御 坊市 で 生存牛 を １ 頭

捕獲 し た 。

1 1月 3 0日 に 県 災 害 対 策 本 部 が 廃 止 さ れ た が 、 1 2月 7日 に 日 高 川 町 で

死亡 牛 １ 頭 を 回 収 し た 。 死 亡 牛 の 回 収 は 流域 の 瓦礫 除去 の進 捗 に 伴 い

当面続 く と 考 え て い る 。 （ 図 1-1、 図 1-2）

【被害状況】

A 牧場 は日高川 の増水 により水 没し、 水位は牛 舎の屋 根にまで達

し た 。 牛 舎 及 び 附 帯 施 設 は 全 半 壊 し 、 牛 舎 は 全 12 棟 の う ち 2 棟 は

跡形もなくなっていた。事務所内の壁掛け時計は 1 時 8 分で止まっ



ており、4 日未明の深夜には牧場全体がほぼ水没したと推察された。

飼養 牛 572 頭 は牛 舎内 で溺死 及び日 高川に流 出した 。流域の 日高川

町、御坊市をはじめ沿岸の美浜町、 日高町、由良町、北は海南市に

まで達した。被害総額は 660,375 千円となった。（図 2-1、図 2-2、図 2-3）

【対応】

9 月 4 日の 被害 発生 時より 、海岸 への死亡 牛漂着 、生存牛 発見の

連絡が各市町村、警察等に続々と寄 せられた。生存牛の捕獲・死亡

牛の回収は被害地域が非常に広範囲のため、牧場関係者、各市町村、

県関係機関等が連携し実施した。現 場確認を行い、状況に応じ、重

機、資材、人員の手配を行い実施し た。各現場はすべて状況が異な

り、的確な状況判断が求められた。 死亡牛は産業廃棄物であり、牧

場による自主回収が基本となる。しかし、今回は被害規模も大きく、

悪臭等生活環境保全上の支障も生じ たため、緊急に措置を講ずる必

要があり、行政代執行の措置が執ら れた。生存牛の捕獲・死亡牛の

回収は 900 名近い人員で対応した。（図 3、表 1）

生存牛は美浜町、御坊市、日高川町の 3 市町で計 97 頭を捕獲し、A

牧場の関連農場に搬入した。しかし、損傷、衰弱が激しく捕獲後 13

頭が死亡、予後不良で 5 頭が廃用出荷となった。牧場近くで発見さ

れた生存牛は元気活力があり捕獲は 容易には進まず、多くの人員を

投入した。また、河口付近、沿岸に 漂着した生存牛は衰弱・損傷が

激しく捕獲は容易なものの歩行不能 、河川の増水、地形的条件等か

ら回収が困難であった。（表 2、図 4-1、図 4-2、）

死亡牛の回収は、被害発生当初は 気温も高く、腐敗が進行し、見

た目も、臭いも本当に凄まじいもの となった。身体が瓦礫等に埋ま

らず露出していると、数日でハエの ウジに食べられ小さくなってし

まった。人目につくところの死亡牛 は回収までの間、出来る限り人

目につかないようにするためブルー シートで覆った。日高川流域の

瓦 礫 の 溜 ま っ て い る と こ ろ で は 、 多 く の 死 亡 牛 が 確 認 さ れ た 。（ 図

5-1、 5-2）

美 浜 町 煙 樹 ヶ 浜 は 長 さ ６ ｋ ｍ の 玉 砂 利 の 浜 で 、 地 引 き 網 の 好 漁 場 で

も あ り 、 出 来 る 限 り 早 急 の 回 収 を 求 め ら れ た 。 腐 敗 が 進 行 し 重 機 に よ

る吊り上げが困難な牛も多く、鉄製 の箱を作製し回収した。化製処

理場の機械を壊す恐れがあるため、 死体を運ぶバッカンには牛のみ

を入れる必要があり、死体から玉砂利や瓦礫を手作業で除いた。（図

6-1、 6-2）

美浜町三尾海岸では、海岸に隣接 する道路から直接吊り上げが不

可能な場所では、小型重機を磯場に 降ろし回収した。重機等で回収

出来な いものは 、 9 月 13 日 、 14 日 の 2 日 間、一般 県職員 68 名を動

員し、死体を切断し、人力により回収した。（図 7）

紀 伊 水 道 を 漂 流 す る 死 亡 牛 は 漁 業 関 係 者 等 に よ り 和 歌 山 市 の 青



岸、御坊市の日高港に曳航し回収し た。どうしても海上での作業の

ため遅れもあり、夜間にずれ込む日もあった。（図 8-1、 8-2）

生存牛は 10 月 11 日の 1 頭を最後に 97 頭を捕獲し、死亡牛は 12 月

7 日の 1 頭を最後に 293 頭を回収した。未回収牛は 182 頭となった。

死亡牛は全 306 頭を処理した。台風被害に伴う特例措置として BSE

検査は行わず、徳島県の化製処理場 に搬入した。化製処理場は処理

能力の 関係で日 々の受 入頭数枠 があり 、 A 牧場の 飼料庫 を死亡牛の

ストックヤードとし、 9 月 6 日から 11 日の 6 日間で 122 頭を調整し

た。各地域から死亡牛が搬入され、 最終、化製処理場へ搬出した。

非常に劣悪な環境での作業となり、搬入されてくる死亡牛に混じり、

瓦礫、石等の混入も多く、手作業で の作業も多くなった。腐敗が進

み化製処理が困難な死亡牛は御坊市 及び田辺市の焼却処理場にて焼

却した。（図 9、表 3、図 10-1、図 10-2）

行 政代 執 行に より 行わ れた 死亡 牛の 回収 ・処 理 経費 は 36,878 千円

となった。（図 11）

【今回の対応における反省】

台風 12号 に 伴 う 当 所 管内 の被害農家 戸数は 6市 町 村 13戸 と 多 く 、 交 通

・ 通 信 手 段 の 崩 壊 、 限 ら れ た 人 員 等 の 状 況 の 中 で 、 「 被 害 農 家 す べ て

を 同 じ レ ベ ル で 対 応 出 来 た か 」 。 牛 は 生 き て い れ ば 家 畜 、 死 亡 す れ ば

産業廃 棄物 で あ り 、 「 地 元 の 産業廃棄物担当部局 と の 連 携 を も っ と 取 れ

な か っ た か 」 と い っ た こ と が 反省点 と な っ た 。

【まとめ】

A 牧 場 の 台 風 12 号 に 伴 う 被 害 は 甚 大 な も の と な っ た 。 復 興 と は

経営が 再開され 軌道に 乗った段 階と考 える。 A 牧 場は被 災後も経営

再 開 の 方 向 で 取 り 組 ま れ 、 12 月 末 に 使 用 可 能 な 牛 舎 に 牛 を 導 入 し

た。現在、本県では「まけるな和歌 山」を旗印とし、今回の水害か

ら の 復 旧 ・ 復 興 に 全 庁 的 に 取 り 組 ん で い る 。 当 所 も A 牧 場 の 経 営

が一日も早く軌道に乗るよう積極的に協力していきたい。


